
岐阜農林事務所の普及活動状況（令和８年７月） 

■いちご 第 51回岐阜県いちご共進会 岐阜地域７名が入賞 

７月 28 日に「タウンホールとみか」において、令和８年度岐阜いち

ご生産者研究大会が開催され、大会の中で第 51 回岐阜県いちご共進会

の表彰が行われた。今回、特別優秀賞を受賞した 10 名のうち７名は、

岐阜農林事務所管内の生産者で、岐阜地域の技術の高さが認められる結

果となった。 

令和７年作は、秋の高温の影響で花芽分化は遅れ、出荷開始時期も遅

れたが、受賞された方々は、いちごの生育状況に応じた適切な栽培管理や

収穫期間の延長等の努力により、高い収量を上げることができた。 

研究大会では、県の発表のほか、特別優秀賞を受賞した生産者の中から２名が、栽培及び経営で大

切にしていることや岐阜県のいちご振興について想うこと等について事例発表が行われた。上位入賞

者の事例を参考にすることで、各生産者の経営改善につながることが期待される。 

岐阜農林事務所では、上位入賞者のほ場での調査や聞き取り等を行い、岐阜地域全体のいちご産地

における更なる安定生産に向けて引続き支援していく。          

（園芸産地支援第一係） 

■かき 摘果講習会の開催 

６月 24日～７月１日にかけて、管内柿産地において、摘果講習会が開催

された。摘果は、カキの大玉・高品質生産のために最も重要な作業である

ことから、岐阜農林事務所から今年の生育状況や病害虫防除などについて

説明した後、摘果作業の実演を行った。摘果作業は説明だけでは理解しに

くいことから、特に仕上げの摘果作業は、生理落果の状況を見定めながら

作業を始めるよう念入りに指導した。 

今後、岐阜農林事務所では、病害虫防除や着果管理などについて指導し、   

大玉・高品質安定生産を進めていく。  

                                   （園芸産地支援第二係） 

■切り花バラ 【高温対策支援（遮熱塗布剤の利用）】 

瑞穂市のバラ生産では、近年の気象変動による高温の影響を受け、

品質の低下や出荷量の減少が課題となっている。このため、生産者

はハウス内の温度上昇を抑える目的で、ハウス外被材への遮光資材

の活用を進めている。しかし、遮光資材は熱だけでなく光も遮って

しまうため、生育に必要な光をできるだけ確保しながら温度上昇を

抑えられる遮熱剤に注目が集まっている。 

そこで、厳しい高温が予想される７月中旬の前に、遮熱機能を持

つ塗布剤の散布を 7月 11日に実施した。 

 今後、岐阜農林事務所では、バラ生産者とともに実証ほ場の調査を進め、秋冬期に収穫される

バラの品質や出荷量への影響を検証し、遮熱剤の効果を確認していく。 

 （園芸産地支援第二係） 
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■えだまめ・ＪＡぎふえだまめ部会 夏季高温対策実証試験の実施 

 ＪＡぎふえだまめ部会では、ハウス栽培からトンネル・露地栽培

にかけて 18 品種を栽培しており、４月中旬から 11 月中旬まで長期

間にわたり出荷をしている。しかし、近年の夏季の異常な高温によ

り、生育不良や発芽不良による収量低下が課題となっている。 

そのため、岐阜農林事務所では、夏季の高温・干ばつによる生育

不良の対策として、バイオスティミュラント（ＢＳ）資材の実証試

験と遮熱ネットを用いた実証試験を行っている。 

ＢＳ資材の実証試験では、ＪＡ全農岐阜、ＪＡぎふえだまめ部会と連携し、７月 23、29 日に

岐阜市内２カ所のほ場で、ＢＳ資材の散布を行った。 

 岐阜農林事務所は、引き続き関係機関、えだまめ部会と連携し、ＢＳ資材や遮熱ネット使用による生育

への影響等について調査を行い、夏季高温対策技術の確立と普及を目指す。 

(園芸産地支援第一係) 

 

■ 野菜少量多品目栽培 岐阜市、岐南町 南部蔬菜振興会「甘とう美人」統一目揃え会の開催 

６月 29日に、ＪＡぎふはぐり支店で、岐阜市地域の南部の生産者で組

織する南部蔬菜振興会の下部部会、「甘とう美人部会」の統一目揃え会

が開かれ、生産者やＪＡ全農岐阜、ＪＡ職員ら 36人が参加し、栽培管理

から出荷規格、選別における注意点などを確認した。 

同部会では、市場や消費者から信頼される農産物づくりを目指し、甘

とうがらしの大きさ、形、見栄えを意識した栽培管理を徹底している。   

近年は高温など栽培環境の悪化が続いており、今シーズンも厳しい暑

さが予想されることから、岐阜農林事務所では、会員らに対して高温対

策や今後の管理方法について指導し、認識を共有した。 

出荷は７月１日から始まり、11月中旬頃まで続く予定で、岐阜農林事務所ではＪＡと連携し、高品質な

甘とう美人の栽培と安定出荷を支援していく。                  

（地域支援第一係） 
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【甘とう美人の目揃え】 
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